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目的

フィボナッチ数列の逆数の和を既約分数で表し，その分母を研究する

フィボナッチ数列 とは初項と第２項を とし漸化式 を満

たす数列である

そしてフィボナッチ数列の逆数の和を既約分数で表し とする．

そして分母 奇数と表すとき， を研究することを目的とする．



方法

フィボナッチ数列を求めるプログラム

フィボナッチ数列の逆数の和を求めるプログラム

素因数分解したときの２の指数を導くプログラム

素因数分解したときの３の指数を導くプログラム



フィボナッチ数列の 項目の数と，２の指数，３の指数を一気に求めるプロ

グラム

分数を約分するプログラム



素因数分解した数を全て表示するプログラム



結果

プログラミングの入力方法

という風に に入力すれば

と出力される．これらの各 は以下の意味である．

・ はフィボナッチ数列の 項目の数を表す．

・ は を素因数分解したときの２の指数を表す．

・ は を素因数分解したときの３の指数を表す．

という風に に入力すれば

・ ・ ・ ・・・・

と出力される．これらの各 は以下の意味である．

・ は， 項目のフィボナッチ数列の逆数の和の分母を表す．

・ も同じく， 項目のフィボナッチ数列の逆数の和の分子を表す．

・さらに は， を約分した後の分子を表す．

・ も同じく， を約分した後の分母を表す．

・ の の中は を素因数分解したときの数を表す．

・ は先程述べた の中の２の個数を表す．即ちこれこそが 奇数の である．

ちなみにこの の部分を に変えれば，２の指数ではなく３の指数を調べられ

る．

フィボナッチ数列 を素因数分解したときの２の指数を とする

さらに 奇数 と定義します

ではこれらのプログラムを使い，表にまとめてみた．



を表す表

・ は を素因数分解したときの２の指数

・ 奇数

・ は 奇数の である

表
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考察

の法則

この表を見て気づいたことがある

・ の が３の倍数の時、 はいずれかの自然数になる

・ の が３の倍数以外の時はすべて０である

どうしてこういったパターンになるのか？

これはフィボナッチ数列の性質であるからである なぜならフィボナッチ数列は初項が１で奇数、

第２項も１で奇数、第３項が奇数＋奇数で偶数、第４項が奇数＋偶数で奇数、第５項が偶数＋奇数

で奇数、第６項が奇数＋奇数で偶数 といったように

奇数・奇数・偶数

と並んでいる

フィボナッチ数列が奇数の時に素因数分解をしても、２の指数は０なので

０・０・自然数・０・０・自然数 というパターンになります



の法則

表を見て他にも気づいたことがある

が初めて３，４，５，６・・・と数が増える時が何項目なのか注目していきます

・ が３に初めてなる時は が６の時である

・ が４に初めてなる時は が１２の時である

・ が５に初めてなる時は が２４の時である

・ が６に初めてなる時は が４８の時である

・ が７に初めてなる時は が９６の時である

・ が８に初めてなる時は が１９２の時である

・

・

これらのことより、 が３以上の数に初めて増える時は が

は自然数

であると予想がつきます

は

と変形できて

両辺を＋２したら

であるので

となります

これは次のページにて証明していきます



証明

は自然数 であることを帰納法で証明します

① の時

、 は自然数 が成り立つと仮定する

② の時

、 、 で成り立つ

③ の時

、

、即ち 、

これより

これにて示した



感想

この研究を始めて、初めの頃は全く分からなくて右往左往してましたが、研究していくうちに、

段々と特徴が分かるようになってきて、研究するのが楽しくなってました。このフィボナッチ数列

の逆数の和の表には、まだ気付いた特徴がありましたが、どう説明すればいいのか分かんなかった

ので、省略しました。

また、この１年間ゼミに参加させていただきありがとうございました。研究が遅れがちな私に、色々

とご指導いただきありがとうございました。ゼミ中の笑いの絶えないこの部屋、夏休み前に行った

お台場、忘年会などの飲み会、お寿司やピザの出前・・・などと数え切れない楽しさに溢れました！

このゼミの夏休みに入る前までやってた は正直言って完璧にはマスターできてません！す

みません・・・でも夏休みが終わって今までやってきた は結構できるようになったと思います！

って便利ですよね♪数字や記号の細かい設定ができるので自分の思い通りのレイアウトができ

るのが最高です。

それでは短い期間でしたがご一緒してくださった皆様、そして分からないところを色々と教えて

くださった飯高先生をはじめとする院生の方々、今までありがとうございました。いつまでもお元

気で！


